
基本理念

～より自由に～

～より平等に～

～より優しく～

本社会福祉法人は、歌志内市及び

関係諸団体との相互理解と協力関

係を基礎として、社会福祉の増進

を図るため、その責任を共に担い、

創造的な施設運営と在宅福祉の向

上に取り組んで参ります。

一人ひとりがその人らしく生きられる。

人としての尊厳を守り、守られて

安全、安心に生活すること。

共に生きる喜びを分かち合うこと。

現
在
施
設
で
は
、
清
拭
タ
オ
ル
が
不
足

し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
バ
ス
タ
オ
ル
・

タ
オ
ル
・
シ
ー
ツ
類
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
、
得
体
の
知
れ
な
い
敵
の
存
在

に
お
び
え
な
が
ら
、
出
来
る
対
策
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
行
事
も
縮
小
し

て
実
施
す
る
な
ど
、
寂
し
い
思
い
も

し
て
い
ま
す
が
、
皆
様
に
少
し
で
も

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
工
夫
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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赤
堀
奈
々

あ
か
ほ
り

な
な

入
職
し
た
て
で
す
が
、
皆
様
の

温
か
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
至
ら

な
い
事
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

鈴
木
良
子

す
ず
き

り
ょ
う
こ

相

談

員

介

護

員

入
社
し
て
間
も
な
く
、
わ
か
ら

な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、
皆
さ
ん

に
指
導
し
て
頂
き
な
が
ら
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

今回の表紙は９月１６日に開催した敬老祝賀会の様子

です。今年度も２名の方の百寿お祝いを行いました。

楽生園では５名の方が百歳を超えられ、施設としても

大変嬉しく思っています。



みんなで楽しく踊りました。

誰だかわかりますか～？ 休憩時間にかき氷をパクリ
おいしいですね♪

輪投げや的あて
がんばりました。

お昼にはバイキングをしま
した。いつもと違う食事で
喜ばれていました。

おいしかったね♪

楽生園では、２月より職員のマスク着用や入所者様にも手洗い・手指のアルコール消毒などを呼びか

けています。４月の緊急事態宣言以降は、職員・入所者様・来訪者様の検温を実施し、外泊・外出・

面会なども制限させて頂き、出入り業者の立ち入り制限や外部を受け入れるイベントも中止しており

ます。状況に応じて制限緩和などを段階的に行っておりますが、感染時の重篤化が懸念される高齢者

施設として、基本的に入所者様には外部との接触を極力少なくして頂き、職員は新北海道スタイル・

新しい生活様式などを徹底し「持ち込まない」対策を継続しております。

玄関入り口に設置しています。

前に立つと自動で検知し「正常な体温です」

「マスクを着用してください」と音声で知ら

せてくれます。

ロビーなどの広い空間を利用し、

診察や検診などを行っています。

直接肌に触れないため、感染

リスクが軽減されます。

ＡＩ体温検知システム

感 染 予 防 機 器 の 導 入

パーテーション

非接触型体温計
手指消毒の徹底

アルコールボトルを設置し

入所者様にもご協力頂いて

います。

自動手指消毒器


